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問1 室町幕府が関東地方を支配するために設置した、室町幕府の地方統治機関の設置者は
誰？

問2 足利尊氏が京都に開き、武士による統治体制を確立した新しい政府を何という？

問3 世阿弥が追求した、能の基礎となる芸術的な美しさを何という？

問4 足利義政の後継者争いから京都で勃発した、大規模な内乱は何年？

問5 堺の町で、有力な商人たちが組織した合議制の運営組織のことを何という？

問6 二条河原の落書など、中世の日本の文芸や歌で好まれた「七・五・七・五」を基調とす
るリズムを何といいますか？

問7 室町時代に質屋を営み、酒屋とともに金融業として富を蓄えたのは何？

問8 1428年に正長の土一揆が初めて発生した場所はどこですか？

問9 室町時代の定期市において、広く流通していた中国から輸入された銅銭を何という？

問10 15世紀に統一され、中継貿易で大きく繁栄した島はどこ？

問11 建武の新政が行われていた期間の混乱ぶりを風刺し、当時の社会状況を伝えるために作
られた落書きを何という？

問12 吉野が南朝の拠点となった理由として、京都の勢力から身を守るためにどのような地形
環境が重要であった？

問13 後醍醐天皇が行った政治体制が決裂したことを指す言葉は何？

問14 室町幕府が、明との貿易船を正式なものと証明するために使用した札を何という？

問15 室町時代、細川氏が実権を握り、明との間で行われた貿易を何という？

問16 堺などのような、海上輸送の拠点として栄え、商人が集まる町のことを一般的に何とい
う？

問17 足利義満の時代に、公家文化と武家文化が融合して生まれた文化を何という？

問18 琉球王国が日本、中国、東南アジア諸国を仲介して行った、輸出入を通じた経済活動を
何といいますか？

問19 室町時代の中期、京都の東山に山荘を建てて文化を奨励した第8代将軍は誰？

問20 慈照寺銀閣の東求堂同仁斎に見られる、畳や床の間などを備えた現代の原型となる部屋
を何という？

問21 室町時代、堺や博多などが大きく発展するきっかけとなった、明との間で行われた貿易
を何という？

問22 東求堂同仁斎に見られる、畳や床の間、棚などを備えた日本の住宅建築の様式を何とい
う？
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答え合わせ・解説

問1 答え
足利尊氏

尊氏は、鎌倉幕府の伝統があった関東地方を安定して統治するため、自身の子供や一族を派遣して「鎌倉府」を置きました。
これは、京都の幕府とは別に、東国の軍事や行政をまとめる重要な組織として機能しました。

問2 答え
室町幕府

尊氏は京都に拠点を置き、自らを征夷大将軍として「室町幕府」を開きました。幕府は将軍の補佐役である管領や、地方を統
治するための鎌倉府などの組織を整え、武士による新たな支配体制を築き上げました。

問3 答え
幽玄

「幽玄」とは、単に美しいだけでなく、言葉では言い表せないほど深みのある美しさや、静寂の中にただよう気品を指す言葉
です。世阿弥は、単なる娯楽だった猿楽を、この「幽玄」を追求することで、高尚な舞台芸術へと高めました。

問4 答え
1467

この年（1467年）に、京都を舞台として守護大名同士の激しい武力衝突が始まりました。これにより京都の町は荒廃し、幕府
の統治能力は著しく低下しました。幕府の権威を揺るがす大きな出来事となり、日本全国の武士たちを巻き込む戦乱へと発展
しました。

問5 答え
会合衆

会合衆は、堺の有力者による合議組織です。彼らは町を運営するための相談役や意思決定者として活動し、堀をめぐらせるな
どの防衛策を講じたり、町独自の法を運用したりしました。この組織により、堺は「日本で最も自由な都市」としての地位を
確立しました。

問6 答え
七五調

二条河原の落書は、当時の世相に対する痛烈な批判を、当時の人々にとって馴染み深く覚えやすい「七五調」のリズムで表現
しました。これにより、多くの人々に内容が伝わり、政治的な批判が庶民の間にまで浸透しました。

問7 答え
土倉

「土倉（どそう）」は、もともと商品を保管する倉庫を指していましたが、預かった商品を担保にして金を貸す質屋のような
役割を持つようになりました。酒屋とともに幕府から営業の認可を得る代わりに税を納めることで、幕府の重要な財源となり
ました。

問8 答え
近江国

1428年に近江国（現在の滋賀県）の馬借らが蜂起したのが正長の土一揆の始まりです。馬借とは馬を使って荷物を運ぶ運送業
者で、この時代の流通において重要な役割を果たしていました。彼らが酒屋や土倉を襲撃し、借金の破棄を求めた動きは瞬く
間に近畿地方全体へと広がりました。

問9 答え
宋銭

宋から輸入された「宋銭」や、後の明から輸入された「明銭」が流通し、人々の生活に浸透しました。これにより、年貢も米
だけでなく銭で納められることが増え、商品経済が飛躍的に活性化しました。

問10 答え
沖縄本島

沖縄本島を中心とする琉球王国は、中国、日本、東南アジアの間に位置する地理的条件を活かしました。それぞれの国から仕
入れた品物を他の国へ運ぶ「中継貿易」を行い、東アジアにおける物流のハブとして莫大な利益を上げました。この貿易を通
じて、日本文化や中国文化も影響を受けました。

問11 答え
二条河原の落書

二条河原の落書は、当時の世の中の様子や政治の混乱を風刺した文章です。二条河原（現在の京都市内）の壁などに書かれた
とされており、当時の庶民や武士が感じていた政府への不信感が鋭い言葉で表現されています。

問12 答え
峻険な山々

吉野は奈良の奥地に位置し、非常に険しい山々に囲まれています。この地形は、大規模な軍勢による攻撃を困難にしました。
そのため、南朝は少ない兵力でも長期的に拠点を維持することが可能となりました。

問13 答え
建武の新政

建武の新政では、公家を重んじ武士を軽視する政策が行われました。その結果、土地を失うことへの不安や恩賞への不満を抱
いた武士たちの支持を失いました。混乱の中で足利尊氏が離反し、新たな政権へと移行することになりました。

問14 答え
勘合

「勘合」は、日本と明がそれぞれ発行する二枚一組の符札です。これを照らし合わせることで貿易船の身分を証明しました。
この札を持つ船だけが貿易を認められたため、この貿易を「勘合貿易」と呼びます。

問15 答え
勘合貿易

足利義満が開始した勘合貿易は、明の皇帝が発行した証明書である「勘合」を所持した船のみが貿易を許可される仕組みで
す。これにより倭寇と区別され、円滑で利益の大きい貿易が可能となりました。細川氏や大内氏といった有力な守護大名がこ
の貿易の実権を争い、大きな利益を得ました。

問16 答え
港町

港町は、船による海上輸送の拠点として、国内外の物資が荷揚げされる場です。堺は大阪湾の港町として、国内外との交易を
通じて発展しました。そこには商人たちが店を構え、倉庫を建て、金融業も発達しました。

問17 答え
北山文化

北山文化の特色は、伝統的な公家文化の優雅さと、力強い武家文化が融合している点にあります。この時期には金閣に代表さ
れるような建築のほか、禅宗の影響を受けた芸術や学問が発展しました。

問18 答え
中継貿易

中国、日本、朝鮮、東南アジア諸国を自国の船で結び、それぞれの国の特産品を運ぶ貿易を行いました。例えば、日本の銀や
工芸品を中国へ運び、中国の絹織物や陶磁器を東南アジアへ運ぶといった具合に、仲介によって大きな利益を得ました。

問19 答え
足利義政

足利義政は京都の東山に山荘（現在の慈照寺）を建て、そこを拠点に水墨画、茶の湯、華道などを愛好しました。この時期に
醸成された文化は、簡素で気品のある「わび・さび」の精神を重んじる東山文化として完成されました。

問20 答え
和室

室町時代に発達した書院造は、床の間や違い棚、障子、襖、そして部屋全体に敷き詰められた畳が特徴です。これが慈照寺銀
閣の同仁斎という部屋に結実し、後の住宅様式の基本となりました。

問21 答え
日明貿易

日明貿易は、当時の日本にとって中国の文物を輸入する重要な手段でした。明側からは銅銭（永楽通宝など）や絹織物、書物
などが輸入され、日本からは金、銀、工芸品などが輸出されました。この利益によって堺や博多の都市が繁栄し、経済的に自
立する大きな原動力となりました。

問22 答え
書院造

書院造は、畳を部屋全体に敷き詰め、床の間や棚、障子、襖などを配置した建築様式です。特に、部屋の中に「書院」と呼ば
れる机の役割を果たす出窓が設けられたのが最大の特徴です。足利義政の東求堂同仁斎は、この様式を伝える貴重な遺構とし
て知られています。


